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ご使用になる前に必ずこの取扱説明書をお読みにな 





































































警告表示について - 

本書では、次のような表示をしています。表示の内容をよく理解してから本文をお読みくださし、。 


A 警告 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人カタ Et または重傷を負 
う可能性が想定される内容を示しています。 

/ K ま 后、 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性 
力 《 想定される内容および物的損害のみの発生が想定される内容を示して 
います。 


VCCI (電波障害自主規制） - 

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 (VCCI) の基準に基づくクラス目情報技術装置で 
す。この装置肤家庭環境で使用ずることを目的としていますが、この装置がラジオやテレビジョン受 
信機に近接して使用されると、受信障害を引き起こすことがあります。本書に従って正しい取り扱いを 
してく ださし、。 

ただし、下記のことが守られず'使用された場合は、保証いたしかねまずのでごを意ください。 

■ モニタの内部およびケーブルの改造はしないこと。 

■ 電源コードは付属のものを使用すること。 

Energy Star® - 

当社は Energy Star ® プログラムの参加事業者として、本製品が Energy Star ® プログラムの基準 
に適合していると判断します。 


■ 本書の内容の一部または全部を無断転載することは固くお断りいたします。 

■ 本書の内容については将来予告なしに変更することがあります。 

■本書に記載した会社名，商品名は、各社の商標または登録商標です。 

■ 本書は内容について万全を期して作成いたしましたが、万一誤りや記載もれなどお気付きの点が 
ありましたら販売店までご連絡ください。 


愛情点検 1 

長年ご使用のモニタの点検を！ 

り 

ご使用の 際 
このよラなことは 
ありませんか 

•電源コードを動かすと、 

電源が ON になったり OFF になったりする。 
•キャビネットが異常に熱い。 

•煙が出たり、こげくさい臭いがする。 

•使用中に異常な音や振動などがある。 
•その他の異常や故障がある。 

与 

ご使用を中止してください 1 

故障や事故防止のため、電源プラグをはずし、 
必ず販売店またはカスタマケアセンター 
サポート-修理受付にご連絡ください。 

点検*修理に要する費用などは販売店または 
カスタマケアセンターサポート•修理受付 
にご相談ください。 
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の 

尝 

プラグを 

抜く 


異物を入れない 

モニタの通風孔などから内部に金属類や燃えやすいものなど 
の異物を差し込んだり、落とし込んだりしないでください。 
火災や感電または故障の原因となります。特にお子様のいる 
ご家庭ではご注意ください。 

万一、異物力 《 入ったときは、すぐに電源スイッチを切り、電 
源プラグをコンセントから抜いて販売店またはカスタマケア 
センターサポート•イ I 爹理受付にご連絡ください。 



の 

% 

プラグを 

抜く 


花びんやコップをモニタの近くに置かない 

水やその他の液体、溶剤の入った容器をモニタの近くに置か 
ないでください。こぼれたり、中に入った場合、火災や感電 
または故障の原因となります。 

万一、水など力 《 入ったときは、すぐに電源スイッチを切り、 
電源プラグをコンセントから抜いて販売店またはカスタマケ 
アセンターサポート•イ I 爹理受付にご連絡ください。 


ままにご使用いただくために 

ご使用になる前に、次のを意事項をよくお読みになり必ずお守りください< 


A 警告 



运 

プラグを 

抜く 


万一、異常が発生したら 

煙が出る、変な臭いや音がずるなどの異常が発生したとき 
は、ずぐに電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントカ、 
らおいて,暇売店またはカスタマケアセンターサポート•イ I 爹 
理受付にイ I 爹理をご依頼ください。そのまま使用すると火災や 
感電の原因となります。 


の 



分解禁止 


キャビネットは外さない、改造しない 

内部には電圧の高し續扮があり、キャビネットを外したり改 
造すると火災や感電の原因となりまず。 

内部の点検やイ I 爹理は販売店またはカスタマケアセンターサ 
ポート-修理受付にご依頼ください。 
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A 警告 



の 

蒼 

プラグを 

抜く 


不安定な場所に置かない 

ぐらついた台の上や傾いた所など不安定な場所に置かない 
でください。落ちたり、倒れたりして、けがの原因となり 
ます。 

平らで十分に強度がある安定した場所に置いてください。 
万一、モニタを落としたり、キャビネットを破損した場合 
は、すぐに電源スイッチを切り、電源プラグをコンセント 
から抜いて販売店またはカスタマケアセンターサポート • 
修理受付にご連絡ください。そのまま使用すると火災や感 
電の原因となります。 



水のある場所で使わない 


(§) 

水場での 
使用禁止 


風呂場など水が入ったり、めれたりする場所で使用しない 
でください。火災や感電の原因となります。 



〇 

アースを 
接地ずる 


電源コードのアースリードを接地ずる 

安全のため、必ずアースリード(黄/黄獄を接地してくださ 
し、。アース接続は、電源プラグをコンセントにつなぐ前に 
行ってください。また、アースを外す場合は、電源プラグ 
をコンセントから抜いてから行ってください。順番を間違 
えると、感電の原因となります。 



電源コードを傷つけない 

A A 電源コードの上に重いものをのせたり、モニタの下敷きに 
( \ ) ならないようにしてください。また、無理に曲げたり、 
引っ張ったり、加熱したりしないでください。コードカ《破 
禁止 損して、火災や感電の原因となります。 

コードが傷んだらすぐに販売店またはカスタマケアセン 
ターサポート•イ I 爹理受付に交換をご依頼ください。 



雷が鳴りだしたら、電源プラグに触れない 

感電の原因となります。 
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り 

禁止 


置き場所を選ぶ 

次のような場所に置かないでください。火災や感電または故 
障の原因となることがありまず。 

X 湿気やほこりの多い場所 

X 調理台や加湿器のそばなど油煙や湯気があたる場所 
X 直射日光や照明光が直接画面にあたる場所 
X 熱器具の近く 


の 

禁止 


通風孔をふさがない 

次のような使い方はしないでください。 

X チルトスタンドをはずす。 

X あお向けや横倒し、逆さまにずる。 

X 押し入れ、本箱など風通しの悪いせまい所に押し込む。 

X じゆうたんや布団の上に置く。 

X テーブルクロス などを かける。 

通風孔をふさぐと内部に熱力たもり、火災の原因となること 
があります。風通しをよくするために、モニタは周囲から 
1 0 cm が上離して置いてください。 


の 

禁止 


移動させるときは、外部の接続コードをはずず 

電源スイッチを切り、必ず電源プラグをコンセントから抜 
き、信号ケースレなどの接続コードをはずしたことを確認の 
上、移動させてください。火災や感電の原因となることがあ 
ります。 


旅行などで長期間使わないときは、電源プラグを抜く 

安全のため、必ず電源プラグをコンセントから抜いてくださ 
し、。火災の原因となることがありまず。 


コンピュータの上にモニタを置くとき 

必ずコンピュータの取扱説明書などで強度を確認してくださ 
し、。コンピュータカ郑尉員する原因となることがありまず。 
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A ミ主思 



プラグを持って抜く 

電源コードや信号ケースレを抜くときは、コードを引っ張ら 
ないでください。コードに傷力《つき、火災や感電の原因とな 
ることがありまず。必ずプラグの部分を持って抜いてくださ 
し、。 



めれた手で電源プラグにさわらないで 

めれた手で電源プラグを抜き差ししないでください。感電の 
原因となることがあります。 



スピーカーにフロッピーデイスクを近づけない 

スピーカーは磁気を発生ずるため、磁気記録のデータカタ肖え 
てしまうことがあります。 


正しくご使用いただくために 


目を大切に 

画面の位置は、目の高さよりやや低く、目から約40〜 60 cm はなれたくらい力《見やすくて疲れません。 
使用ずる部屋は暗すぎると目力 《 疲れます。適度の明るさの中でご使用ください。また、長時間画面を見 
続けると目力 《 疲れますので、1時間に10分程度の休息をおずすめします。 


故障ではありません __ 

■ お使いのコンピュータによっては、画像がずれる場合があります。画面位置を正しく調整してご使用み 
ください。 n 

■ ご使用初期において、バックライトの特性上、画面にチラつきが出ることがあります。この場合、電> 
源スイッチをいったん切り、再度スイッチを入れなおしてご確認ください。 

■ 液晶モニタは、表示する色や明るさにより微小な斑点およびむら力 《 見えることがありまず。 

■ 画面上に常時点灯、または点灯していない画素力敬点ある場合があります。これは、液晶パネルの特 
性によるものです。 

■ 液晶パネルの特性上長時間同じ画面を表示していると、画面表示を変えたときに前の画面の残像(焼 
き付きのような症状)が発生する可能性があります。この場合、下記のいずれかの方法で徐々に改善 
されまず。 

• 画面の表示パターンを変える。 

•数時間電源を切っておく。 

■ 本製品に使用しているバックライトには寿命があります。 

画面が暗くなったり、チラついたり、点なしないときは、販売店またはカスタマケアセンターサ 
ポート-イ I 爹理受付までお問い合わせください。 


安全にご使用いただくために4 





























ご 使用の 前に 

このたびは本製品をお買い上げいただき誠にありがとうございます。 

ご使用になる前に本書をよく読んで正しくお使いください。 

また、本書の裏表紙には保証書力禪載されていますので、「販売店名-お買い上げ日」等の所定事項の記 
入及び記載内容をご確認の上、大切に保管してください。 

♦ 61.2 センチロ 4.0 インチ） TFT カラー液晶モニタ 

♦ 最大 1920 x 1200 モードをサポート 

♦ 高コントラスト2000 :1( DCR )， 輝度 300 cd / m 2， 

高速応答速度 2 ms (グレー^ーグレー)の高性能パネル採用 

♦ デジタルスムージング機能搭載 

♦ 調整の手間を軽減ずる自動調整機能 

♦ ステレオスピーカ内蔵 

2 W +2 W 出力のステレオスピーカ内蔵。 

♦ プラグ&プレイ VESA DDC 2 B タオ応 

Windows ® 95/98/2000/ Me / XP / Vista 上でプラグ&プレイに対応していまず。 

♦ 低電磁波-省電力設計 

TCO |〇3, MPR 皿適合，パワーマネージメント機能搭載 

♦ 鮮明な画像を実現ずるデジタル入力 ( HDMI 网応 

♦ 90°回転機構搭載 

♦ VESA マウント規格 (100 mm X 100 mm ) 対応 
♦ 盗難防止ロック対応 


標準付属品 


モニタ本体の他に、下記のもの力 《 全て含まれていることをご確認くださし、。 


■ 電源コード* ■ D - SUB 信号ケーブル 

■ DVI - HDMI ケーブル ■ 才ーデイオケーブル 

■ 取扱説明書/保証書（本書） 


補足 


付属の電源コードは本製品専用でず。他の機器には使用しないでくださし、。 
また、次のような場合は、サポート及び保証の対象外となります。 


■付属が外の電源コードをお使いになる場合 
■日本が外の国でお使いになる場合 

サポート及び保証の対象外となることをご承知の上で日本が外でお使いになる場合は、そ 
の国の安全規格に合った電源コードをご使用ください。 
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スタンドの取り付け/取り外し 


A ミ主意 


■スタンドの取り扱いは安定した台の上で行ってください。モニタが転倒-落下し 
てけがや故障の原因となりまず。 

■モニタに強い衝撃を与えないでください。故障の原因となります。 

■スタンドの取り付けや取り外しを行う場合は、必ず電源プラグをコンセントから 
抜いて行ってください。感電や故障の原因となります。 


く取り外し> 

① ボタンを押します。 

② 図のようにスタンドを持ち上げます。 

③ 図のようにスタンドを取り外します。 



<取り付け> 

① 図のように本体にスタンドを挿入します。 

② 図のようにスタンドをカチッと音がずるまで下げ 
まず。 
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各部のなまえ 


前面 


後面 


"►⑨ 









⑩ 


①② ㈱ ⑤⑥ 


⑩ 


⑩⑩⑩ 


① 

② 

③ 

④ 

⑥ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 


③ 

⑩ 

⑩ 

⑩ 

⑩ 


自動調整ボタン ( AUTO ) 

EXIT / 音量調整ボタン ( EXIT ) 

スクロール ダウン/コントラスト調整ボタン （◄ ) 

スクロール アップ/輝度調整ボタン （ ►) 

メニュ ー/ 選択ボタン （ ENTER ) 

電源スイッチ （ ci )) 

へッドホン端子 
電源インジケータ 

緑色点灯：通常動作時 
稽色点灯：パワーマネージメント時 

水平同期信号、垂直同期信号のどちら力、一方、もしくは両方が無くなった 
場合、パワーマネージメントモードになりまず。 


補足 


スピーカー 

電源 コード 接続 コネクタ (POWER IN ) 

音声入カコネクタ (LINE IN ) 

HDMI コネクタ 

D-SUB ミニ 15 ピンコネクタ ( D - SUB ) 

盗難防止 ロック 用ホール 

盗難防止のため、モニタにロックを取り付けることができまず。 


補足 


邮国み田 
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A 警告 
A を意 


■ 安全のため、必ずアースリード(黄/黄働を接地してください。アース接続は、電源プ 
ラグをコンセントにつなぐ前に行ってください。また、アースを外ず場合は、電源プ 
ラグをコンセントから抜いてから行ってください。順、番を間違えると、感電の原因と 
なりまず。 

■ 信号ケーブルはご使用になるコンピュータによって異なりまず。誤った接続をずると 
モニタやコンピュータの故障の原因となることがありまず。 


■ 周辺機器への取り付けや取り外しを行う場合は、必ず電源プラグをコンセントから抜 
いて行ってください。感電や故障の原因となることがありまず。 


①モニタおよびコンピュータの電源が 「 OFF 」 であることを確認しまず。 


②信号ケーブルをコンピユータに接続しまず。 ( P .24 「信号入カコネクタのピン配列」参照） 
信号ケーブルのコネクタ部付属のネジをしっかりと締めてください。 


補足 


③才ーデイオ機能を使用する場合战才ーディオケーブルをモニタと才ーデイオ f 織!に磯売しまず。 


④電源 コー ドを電源 コード 接続コネクタに接続してから、コンセントに接続しまず。この際 アース の 
接続は必ず電源プラグをコンセントにつなぐ前に行ってください。 

[接続例] く後面> 




才ーディオケーブル（付属品) 



■ 信号タイミング 闲吕 

本製品がサポートしてし、るお好みの鮮象度 ( P .25 「対応信号タイミング」参照）に設定してください。ち 

■ Windows 95/98/2000/ Me / XP / Vista プラグ&プレイ対応 画 

本製品は VESA 規格の DDC 2 B に対応していまず。 DDC 2 B 対応のコンピユータと本製品付属の信 
号ケーブルで接続ずることにより 、 Windows 95/98/2000/ Me / XP / Vista 上でプラグ&プレイ機 
能が動作します。この際 、 Windows 95/98/2000/ Me / XP モニタインフオメーシヨンファイルの 
インス I -ールカ《必要になる場合がありまずので、難社ホームページのダウンロードサービスをご利用 
くださし、。 


ホームぺージアドレス http :// www . iiyanna . co.jp 


補足 


■ ダウンロード方法および操作方法についても、難社ホームページに説明がありますの 
で、ご覧ください。 

■ Macintosh または Unix については、ほとんどの場合モニタドライバは必要ありませ 
ん。詳しくは、コンピュータの取扱説明書を確認したり、コンピュータメーカ等に 
お問い合わせくたさい。 
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パネルの高さ/角度調節 


A ミ主意 ■角度調節の際、液晶パネル面を押さないでください。液晶パネルを破損し、最悪の 
場合、液晶パネルが割れるおそれがありまず。 

■角度調節の際、スタンド可動部のスキ間に指を入れないでください。ケガの原因と 
なることがありまず。 


■液晶モニタは、正面から見る画面が一番 
きれいに見えます。高さや傾きを調節し 
て、見やずい位置でご使用ください。 

■高さ調節や角度調節の際は、パネルの左 
右を持って行ってください。 

■高さ調節範囲は 130 mm 、 角度調節範 
囲は前方5°，後方 2 Cr ，左右各45° 
でず。 



■ 画面の角度は1〇0が内にずると目の疲れ 
等なく、最適に使用ずることができま 
ず。イ頃きを調節して、見やすい位置でご 
使用ください。 



パネルの回転方法 


①画面の局さを最大にしてくたさし、。 

画面を90。回転させます。 

田 横長一縦長：時計回り 

H 縦長^横長：反時計回り 


③ 


お好みの角度に調節してくださし、。 


補足 


■ 無理に回転させようとずと、 


る原因になります。 


回転機構を破損す 


■ パネルを縦長で使用ずるときは、 softOSM を 
ご使用くださし、。 



く softOSM について> 


本製品には DDC/CI (画面の回転表示）に対応したソフトウェア （ softOSM ) は付属しておりません。 
勢社ホームページよりダウンロードしていただきご使用ください。 

http :// www . iiyama . co . jp / 
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操作手順 

P .25 の「対応信号タイミング」にて、最良の状態になるようにあらかじめ調整してありますが、接続 
ずるコンピュータの種類により調整が必要になる場合がありまず。そのようなときは次の手順に従って 
ボタン操作を行ってください。 

オンスクリーン表示の工場出荷設定言語は英語表示になっています。お好みにより言語を選択してくだ 
さい。なお、ここでは日本語表示で説明しています。 

① ENTER ボタンを押ずと、画面に^ニューが表示されまず。 ◄/ ►ボタンで調整項目を送 
りまず。 _ 


a 

自動調整 

メインメニユー 

泌 

言語 

ENERGY STAR 

々- 

輝度調整 

幽 

リコール 


田 

画面調整 

旨 

その他 


睽 

カラー設定 

回 

入力選択 


[K 

0 SD 

卿） 

才ーディオ 



②調整したいアイコンがある^ニュー項目を選択し、 ENTER ボタンを押しまず。 ◄/ ►ボ 
タンで調整ずるアイコンを選択しまず。 

⑤再び ENTER ボタンを押し、 ◄ / ► ボタンを使って調整や設定を行っていきまず。 

④ EXIT ボタンを押して終了しまず。 

OSD が消えると調整や設定の内容を自動的に記憶しまず。 


例えば垂直位置竭歷したし、とき故まず'メニユー項目の画面調整を選択し、 ENTER ボタンを押しまず。 
次に ◄ / ► ボタンで[^(垂直位置)を疆尺し、 ENTER ボタンを押しまず。 




メインメニュー 





画面 調整 



a 

自動調整 

與 

言語 

ENERGY STAR 


浸 

水平位置 

50 

► 

々- 

輝度調整 


リコール 



閱 




田 

画面調整 

昼 

その他 


一 

垂直位置 

50 

► 

接 

カラー 設定 

回 

入力選択 



m 

周波数 

50 

► 

正！ 

0SD 

<]») 

才ーディオ 



冒 

フエー ズ 

50 

► 


調整画面が表示されまずので、ィ/ ►ボタンでお好みの画面に調整します。最後に EXIT ボタンを押し 
て終了し、設定の記憶をしまず。 


補足 


画面調整 
垂直位置 

く > 50 


■ 調整中にボタン操作を中止すると、 OSD メニユーオフの設定時間後にオンスクリーン表示が消え 
まず。また、 EXIT ボタンを押すと、即時にオンスクリーン表示を消ずことができます 
■ オンスクリーン表示が消えると同時に調整内容力 《 記憶されます。この間に電源を 「 OFF 」 
しないでください。 


■ 酬立置周波数，フエーズの調整内容は、信号タイミング別に記 I 意されます。これが外の言歷 
項目については全ての信号タイミングに対して巧雷の内容が記憶されます。 
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言語 ( Language に日本語表示を選択した場合を黒色、英語表示を選択した場合を青色にて記載してい 
ます。 


「つ自動 調整 アナログ入力のみ 

Auto Adjust 

調整項目 

画面の状態/調整ボタン 


水平/垂直位置周波銳フェースの4項目を自動で調整しま 
す。 

目動淵整 

AUIO AQJ USl 


この機能を正常に動作させるには、画面調整パターンを表示させる必要があります。調整方法およ 
び手リ眞については、 P .16 「画面の調整」を参照してください。 


ダイレクト 調整 


メニュー画面を表示ずる手間を省き、次のボタン操作で直接調整画面に入ることができまず。 
• 自動調整：メニュー画面を表示していない時に、自動調整ボタンを押します。 


輝度調整 W 

>1、 Luminance 


調整項目 


輝度が 

作 Briahtness 


A コントラスト 

け Contrast 


ダイレクト調整 


暗すぎる 
明るずぎる 


ダイレクト調整 


弱すぎる 
強すぎる 


画面の状態/調整ボタン 






DCR がオンの時は選択できません。 

^が暗い部屋などで使用していて画面がまぶしい場合は、輝度を調整してくださし、。 


ダイレクト 調整 


メニュー画面を表示する手間を省き、次のボタン操作で直接調整画面に入ることができます。 

♦コントラスト：メニュー画面を表示していない時に、イボタンを押します。 

♦輝度： メニュー画面を表示していない時に、►ボタンを押しまず。 
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^画面調整 アナ。グ入力の S 

Geometry 


調整項目 

画面の状態/調整ボタン 

ra 水平位置 

た5 H . Position 


左によっている ^ ► 

右によっている <产イ 

rm 垂直位置 

V. Position 

I ~ I 

I^I 

下によっている 

上によっている 0 tr M 

rn 周波数 

LLU Pixel Clock 

正 

C 

I 画面サイズがルさい ••r ► 

I 画面サイズが大きい 4^イ 

~~ フェーズ 
— Phase 

模様、文字がにじんだりちらついている ^ 


£贫 カラー 

Color 

調整項目 

画面の状態/調整ボタン 

9300 K 9300 K 

やや青みがかったホワイト 

7500 K 7500 K 

やや黄みがかったホワイト 

6500 K 6500 K 

やや緑みがかったホワイト 

ユ_ ザ_ 

User Preset 

R ( Red ) 

弱すぎる ^ 

強すぎる ▼ 

G ( Green ) 

B ( Blue ) 


1 OSD 



OSD 



調整項目 

画面の状態/調整ボタン 

^水平位置 

OSD 力《左によってる 

► 

— H.Position 

OSD が右によってる 

- fn 垂直位置 

OSD が下によってる 

► 

V.Position 

OSD が上によってる 

同で ^ OSD 表示時間 

KE) OSD Time 

5 〜 30 秒までの間で OSD のオフタイマーを 


設定します。 

争 ◄ 
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言語 

Language 

調整項目 

画面の状態/調整ボタン 

言語 

Language 

English 

英語表示 

Polski 

ポーランド語表示 

Frangais 

フランス語表示 

PyCCKMM 

ロシア語表71^ 

Deutsch 

ドイツ語表示 

日本語 

日本語表示 

Italiano 

イタリア語表示 

Nederlands 

オランダ語表示 

Espanol 

スペイン語表示 

简体中义 

中文簡体字表示 


U コール 

Recall 

調整項目 

画面の状態/調整ボタン 

幽 f 親な 1 ル 

はい 

工場出荷設定に戻します。 

いし、 无 

メニューに戻ります。 
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画面モードが 1 :1または縦横比で垂直周波数が 60 Hz が上の時は、機能しません。レベルによっ 
ては残像力 《 残る場合がありますので、レベル3が下に設定ずることをお奨めします。 

PC からの入力信号が 1920 x 1080 の時は選択できません。全画面に固定されまず。 


調整項目 

画面の状態/調整ボタン 

A シャープネス 
^ Sharpness 

12345 ^ ^ 

1〜5 (シャープーソフト）まで設定されています。 

► ボタンを押ずと昇順に移動し、 ◄ ボタンを押ずと降順に移動し 
まず。 

iDDCl DDC/CI 
圍 DDC/CI 

オン 

DDC/CI をオンにします。 

オフ 

DDC/CI をオフにします。 


S その他 

Miscellaneous 


DDC/CI のオンとオフは、►ボタンを押ず毎に下記のように切り替わります。 
オン^オフー ] 


表示情報 

Display Information 


コンピュータのグラフィックカードカ、ら入ってくる現在の入力信号 
関連の情報を表示します。 


解像度とリフレッシュ速度の変更に関ずる詳細については、 
グラフィックカードのユーザーガイドをご覧ください。 


國徽 


オン 


オフ 


コントラスト比を改善しまず。 


標準 


OD 


OD 

OD 


012345 




レベルは〇〜5まで設定されていまず。レべ>!レカ化がると応答速度が 
早くなります。 


,，画面 モー ドが 

J ~ Display Mode 


全画面 


縦横比 


わム大表71^ 


等恰表71^ 


アスぺクト比に拡大表示 


補足 


その他 

0+) 表示情報 

1920X1200 @ 60 Hz 


補足 


邮画み口 
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T2 \ 入力選択 
Input Select 


画面の状態/調整ボタン 

D-sub 

映像入力をアナログ入力に切り替えます。 

HDMI 

映像入力をデジタル入力に切り替えまず。 


調整項目 


12 


ダイレクト調整 


入力選択 

Input Select 

■どちらか一方のコネクタに信号力 《 入力されている場合は、自動的に選択しまず。選択した 
入力端子に何も接続されていない、またはコンピュータがパワーマネージメントモードに 
なっている場合は、切り替えできません。 


ダイレクト調整 


メニュー画面を表示する手間を省き、次のボタン操作で直接調整画面に入ることができまず C 
•入力選択：メニュー画面を表示していない時に、 EXIT ボタンを押しまず。 


□ 〇)))オーデイオ 
Audio 


調整項目 

画面の状態/調整ボタン 

りぶ音量調整 

Volume 

音量が小さい ► 

音量が大きい < 

娜 t SJte 卜 

オン 

一時的に音を消しまず。 

オフ 

元の音量に戻しまず。 


■ ミュートのオンとオフは、 ► ボタンを押ず毎に下記のように切り替わります。 
オン^オフ —I 

■ ミュートオンに設定するとメインメニューに呵11力 《 表示されます。 

■ ミュートオフに設定ずるとメインメニューに。卵）力《表示されます。 


圆 


オーディオ入力選択 

Audio Input Select 


自動検出 


Line-in 


音声入力されている方を自動的に選択しまず。 


音声入力に切り替えまず。 


邮国み田 
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画面の調整 


アナログ入力時は、必要に応じて画面を調整してご使用ください。 

■ 本製品での画面調整とは、お使いのコンピユータシステムに合わせ画面の位置を調整したり、表示さ 
れる模様や文き のに じみ、ちらつきを最小限に調整することをいいます。 

■ 本製品に搭載されている液晶パネルは、 1920 x 1 200の解像度の時に最高の性能力铺揮できるよう 
設計されています。 1920 x 1 200未満の解像度では、液晶パネル本来の性能は発揮できませんので、 
通常は1 920 x 1 200の解像度で使用ずることをおずずめします。 

■拡大表示モードでは画面拡大処理の関係上、表示される文字がぼやけたり、線が部分的に太くな 
ります。 

■ コンピユータのディスプレイドライバによっては、画面の位置、周波数の微調整ができるものがあり 
まずが、正常に表示できなくなる可能性がありますので、微調整は本製品側の調整機能を使用してく 
ださい。 

■調整は、電源を 「 ON 」 して30分仪上たってから行ってください。 

■ 自動調整は解像度や画像のタイミングにより、微調整力 《 必要な場合がありまず。 

■ 画面調整パターンが外では、自動調整力巧常に機能しない場合がありまず。そのようなときは手動で 
調整を行ってください。 


本製品には、画面の調整方法として位置，周波数，フ X —ズを自動で行う方法と、個々の調整を手動で行 
う方法があります。新しくコンピュータを接続したときや解像度を変更した場合は、まず自動調整を行 
います。それでも文字のにじみやちらつき、位置ずれがある場合は手動で微[調整を行います。 

いずれも、難社ホームぺージ ( http :// www . iiyama . co . jp /) からサポートぺージへアクセスし、「画面 
調整プログラム」を起動して調整を行います。 

次の手順に従い調整を行ってください。本書では、 Windows 95/98/2000/ Me / XP / Vista を基準に説明 
しています。 

① 「画面調整プログラム J を起動しまず。 

② お使いのモニタの解像度を選択ずると、調整パターンが表示されまず。 


關整パターン] 


白黒1本おき パター 


白黒16階調パタ 


—III m 


カラーバー 


表示枠 
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⑤ AUTO ボタンを押しまず。（自動調整) 


④ 自動調整を行っても画面のちらつきやにじみ、位置ずれがある場合は、が下の手順で 
手動調整を行いまず。 

⑤ 瞧メニューの周波数にて瞧パターンの右梓が表示領域の右端にくるよう謹しまず。 



⑥ 


白黒一本おきパターンにを目し、横搞状のノイズ、にじみ、ちらつきが最小限になる 
よう、調整メニューのフエーズにて調整しまず。 



⑦画面調整プログラムの「位置 J を選択し、調整^ニユーの垂直位置水平位置にてクロス 
八ツチパターンの上下左右枠が表示領域に入るよう調整しまず。 


iliia 

み 

田 


補足 


▼ 


■ 周波数を* = K 言»く夕ーンのな轉亲予凝或の®献、らずれてしまう場耸も周波数と水平 f 立置 
を交豆眉驢してくださし、 

■ 周波数言臟ま白^林、きパターンにま目し、綱寫 I が)ノイス)無くなるよう言 MT るのも一つの方法 
巧。 

■ 周波数，垂菌立置水平位置を調整中、厘面が H 顯化ることがありまずが柳章巧まありません 
■ 周波数を言膳しても表示凝或ご]又まらなし腸纷も③力、らもう叫寛臟行ってくださし、 

■ フエーズ竭整しても国面の^盼(こひどくにじみやちらつ孰夕競場合周波数力娜 el 歷されてし、 
ない可能做あります。⑥からもう臟行ってくださし、 

それでもにじみやちらつきカタ奚る場合、コンピュータのリフレッシュしートを倍く ( eOHz | 錠し③から調 
歡行ってくださし、 

■ フエーズ福]^、水平位置がずれてしまう場合 i もフエース I 臟終えてから水平位置にて I 驢して 
くださし、 
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⑨最後に、画面調整プログラムの「明るさ J を選択し、調整 y ニューのブライトネス， 
コントラストにて、調整パターン下部の白黒16階調が見えるよう、目が疲れない程 
度の明るさ、色合いに調節しまず。 

「終了 J をクリックしてプログラムを終了させてください。 


パワーマネージメント機能 


本製品のパワーマネージメント機能は、 Energy Star ® , VESA DPMS の省電力に関ずる規格に 
対応しており、一定時間コンピュータを使用しないときにモニタの消費電力を自動的に抑えることが 
できまず。この機能は VESA DPMS に対応したコンピュータと接続して使用される場合のみ機能 
し、次のモードを備えています。モードの時間設定等はコンピュータ側で行いまず。 

■ パワーマネージメントモード 

コンピュータからの水平同期信号/垂直同期信号のどちらか一方、または水平および垂直同期信号が 
OFRI 犬態になるとパワーマネージメントモード（消費電力 2 VV が下）となり、画面が暗くなるとと 
もに電源インジケータカ勺登色に点なします。この状態でマウスまたはキーボードを操作すると、画面 
は数秒後に表示され通常動作状態に戻ります。 



補足 


■ パワーマネージメントモードでも電力を消費していまず。夜間や週末などモニタを使用し 
ないときは必ず電源スイッチを切り、不要な電力消費を避けてください。 


■ 水平または垂直同期信号力 《 OFF になっているにも関わらずビデオ信号が出力されているコ 
ンピュータについては、パワーマネージメント機能力巧常に動作しない場合がありまず。 
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故障かなと思ったら 

「故障かな？」と思ったら次の順番で調べてみてください。 

1. 「操作手順」に従い症状に合わせて調整してみてください。なお、映像が出ない場合は2へ進んでく 
ださし、。 

2. 調整項目にない、または調整しても症状が解消されない場合は次のチェックをしてみてくだ 
さい。 

3. もしここに記載されていないような症状力 《 起こったり、記述通りのチェックをしても症状が消えな 
力、ったときは、モニタの使用を中止し電源プラグをコンセントから抜いて、お買い上げになった販売 
店またはカスタマケアセンターサポート.イ I 爹理受付にご連絡ください。 


症状 チェックポイント 

①映像が出ない □ 電源コードヵ觸実に接続されていまずか？ 

(インジケータ点なせず) □電源スイッチが 「 ON 」 されていますか？ 

□ 電源コンセントに電気がきていますか？另 I 」の機器で確認してくださし、。 

(インジケータ緑色） □ ブランクスクリーンセーバーが作動中ではありません力、？マウスや 

キーボードを触ってみてください。 

□ 輝度およびコントラストカ 《 最小になっていませんか？ 

□ コンピュータの電源は入っていまずか？ 

□ 信号ケースレが確実に接続されていまずか？ 

□ コンピュータの信号タイミングがモニタの仕様に合っていまずか？ 


(インジケータ稽色) 



□ パワーマネージメント状態ではありませんか？ 

マウスやキーボードを触ってみてください。 

□ コンピュータの電源は入っていまずか？ 

□ 信号ケースレが確実に接続されていますか？ 

□ コンピュータの信号タイミングがモニタの仕様に合っていますか？ 


②画面が乱れている 



し、る 



□ 信号ケーブルが確実に接続されていまずか？ 

□ コンピュータの信号タイミングがモニタの仕様に合っていますか？ 
□ コンピュータの映像出カレベルがモニタの仕様に合っていますか？ 

□ コンピュータの信号タイミングがモニタの仕様に合っていまずか？ 


④画面が明るすぎる □ コンピュータの映像出カレベルカ《モニタの仕様に合っていまずか？ 

/暗すぎる 
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症状 

⑥画面が揺れる 


しし、 


が^ 


⑥音が出ない 


チ X ックホイント 

□ 電源電圧は正常ですか？ 

タコ足配線はやめてください。 

□ コンピュータの信号タイミングがモニタの仕様に合っています力、？ 


□ 才ーデイオ機器(コンピュータ等)の電源は入っていまずか？ 

□ 才ーデイオケー乃レが確実に接続されていまずか？ 

□ 音量調整力 《 最小になっていませんか？ 

□ Mute (消音)になっていませんか？ 

□ 才ーデイオ機器の音声出カレベルカ巧二夕の仕様に合っていまずか？ 


⑦音が大きい/ルさい □ 才ーデイオ機器の音声出カレベルカ《モニタの仕様に合っていまずか？ 


③異音がする 


□ 才ーデイオケースレが確実に接続されています力、？ 


邮国み田 
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クリーニング 


A 


: d 二 ■万一、モニタ内部に異物または水などのミ夜体が入ったときは、ずぐに電源スイッチを 
—— q 切り、電源プラグをコンセントから抜いて販売店またはカスタマケアセンターサ 
ポート•修理受付にご連絡ください。そのまま使用ずると火災や感電または故障の原 
A 胃 因となりまず。 

■安全のため、必ず電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜いて行って 
ください。感電の原因となることがありまず。 


補足 


■液晶パネル表面は傷つきやすいので、硬し、物でこずったり、ひっかいたりしないでく 
ださし、。 

■ キャビネットや液晶パネルを痛めないために、次の溶剤は使用しないでくだ 

さし、。 


心。 k 


m 



シンナー -スプレークリーナー 

ベンジン •ワックス 

研磨剤 .酸性、アルカリ性の溶剤 


キャビネットにゴムやビニール製品などを長時間接触させたままにしないでくださ 
し、。変質したり、塗料がはげるなどの原因となります。 


キャビネッ I 
液晶パネル 


柔らかい布を薄い中性洗剤でわずかに湿らせてちれを落としてください。その後乾い 
た柔らかい布で拭いてください。 

定期的に柔らかい布でやさしく拭いてください。ティッシュペーパー等で拭くと傷が 
入る恐れがありますので、使用しないでください。 


邮国み田 
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ア フターサー ビス 


保証書/保証期間について 


■ 本製品の保証書は、本書裏表紙に記載されています。 

■保証書の「販売店名•お買い上げ日」などの所定事項の記入および記載内容をご確認いただき、大切 
に保管してください。 

■ 保証期限は本体お買い上げ日より3年間です。 

ただし、液晶パみレおよびノくックライトの保証期限は1年間となります。 

また、保証期間内でも有料修理とさせていただく場合があります。詳しくは、保証書裏面の<保証条件> 
をご確認ください。 


修理 サービス 


■ 「故障かなと思ったら」でチェックしても症状力觸消されない場合は、お買い上げの販売店または力 
スタマケアセンターサポート•イ I 爹理受付へご連絡ください。 

■ 修理や点検のためモニタを輸送される時は、専用の捆包箱、クッションをご使用ください。他の捆包 
材料を使って輸送した場合、モニタカ破損したり、故障の原因となることがありまず。なおこの事由 
による修理は保証期間内であっても有料となります。 

お手元に専用の捆包材料がない場合は、送付前に必ずカスタマケアセンターサポート•修理受付ま 
でご連絡ください。 

■ 本製品の補修用性能部品製品の機能を維持するために必要な部品）は、製造終了後5年間保有され 
ていまず。補修用性能部品の最低保有期間力 《 経過した後でも、故障箇所によっては修理可能な場合が 
ありますので、お買い上げの販売店またはカスタマケアセンターサポート•イ I 爹理受付にご相談くだ 
さし、。 


リサイクル/廃棄について 


■ 本製品を、ごみ廃棄場で処分される一般のごみといっしよに捨てないでください。 

■ 本製品に使用している董光管には水銀が含まれていまずので、本製品を弊をが外へ廃棄する際は、±也方自 
治体の条例または規則に従ってくださし、。 m 

■ 本製品を一般家庭でご使用の場合は、難社が無償で回収•再資源化いたします。ただし、本製品を事 H 
業所でご使用の場合は、対象外となりまず。 

■ リサイクル/廃棄の言羊細については難社ホームページをご覧いただく力、、カスタマケアセンターリサ 
イク>1レ受付へお問し^合わせください。 


リサイクル/廃棄についてのお問い合わせ 

カスタマケアセンターリサイクル受付 

TEL 0269-81-2072 

FAX 0269-81-2231 



このマークが表示されている弊社製品は、 
弊社が無償で回収-再資源化いたします。 
詳細は弊社ホームページをご参照ください。 

URL:http://www. iiyama.co.jp 
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付録 

仕様および外観は改良のため、予告なく変更することがあります。 

昼画 i 


;仪晶 
パネル 

駆動方式 

a - SiTFT アクティブマトリックス 

サイズ 

対角： 61.2 cm /24.0" 

画素ピッチ 

水平0.270 mm X 垂直0.270 mm 

輝度 

300 cd / m 2 爆大） 

コントラスト比 

1000 :1應準），2000 :1 ( DCR ) 

視野角 

左右各85°上85°下75° (標準） 

応答速度 

2 ms ( グレー<—^グレー ） 

最大表示色 

約1670万色 （6 bit +2 bi 惟拡張） 

走査周波数 

水平： 31〜 83 kHz 垂直： 56〜 75 Hz 

ドッ h ク□ック 

162 MHz 撮大） 

解像度 

1920 x 1200 (最大）， 2.3 MegaPixels 

信号入カコネクタ 

D - SU 目ミニ15ピンコネクタ， HDMI コネクタ 

プラグ&プレイ機能 

VESA DDC 2 B ™ 対応 

入力同期信号 

セパレート同期： TTL , 正極性/負極性 

入力映像信号 

アナログ： 0.7 VP-P (標準），750,正極性 
デジタル ： HDMI (1.1) 

音声入カコネクタ 

ク 3.5 mm ステレオミニジャック 

入力音声信号 

0.5 Vrms (最大） 

スピーカー 

2 Wx 2( アンプ付きステレオスピーカー) 

最大表示範囲 

水平： 518.4 mm 垂直： 324.0 mm 

入力電源 

AC 100 〜 240 V 50/60 HZ 1.5 A 

消費電力 

65 W 爆大） 

パワーマネージメントモード時： 2 W (最大） 

外形寸法，重量 

566.0 (幅） X 445.0 〜575.0 (高） x 220.0 (奥行） mm , 8.7 kg 

角度調節範囲 

前方： 5°，後方： 20°，左右各： 45° 

環境条件 

動作時：温度5〜35で 

湿度10〜80〇/〇 ( 結露なきこと） 

保管時：温度 一20 〜60で 

湿度10〜70〇/〇 ( 結露なきこと） 

適合規格 

TCO ’03, CE, TUV-GS / MPR 皿 (prEN 5027 9) / ISO 13406-2, FCC-B ， 
UL/C-UL ， VCCI-B ， GOST-R 


補足 


才ーデイオ機器未接続時。 
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外お寸法図 


566.01 nm _ . 

520.0 mm 70J)mm 



信号入カコネクタのピン配列 


■ D - SUB ミニ15ピンコネクタ 


◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

5(§)4©3©2が© 

◎1喉)9©8(〇)7が 

D-SUB 




() :高さ調節最大時 


PIN 

入力信号 

PIN 

入力信号 

1 

ホビデオ 

9 

+5 V 

2 

緑ビデオ 

10 

接地 

3 

青ビデオ 

11 

NC 

4 

NC 

12 

デー タライン ( SDA )* 

5 

接地 

13 

水平同期 

6 

ホビデオ接地 

14 

垂直同期 

7 

緑ビデオ接地 

15 

ク □ッ クライン ( SCL )* 

8 

青ビデオ接地 

*VESA DDC 規格に準拠 


邮师みの 



(EE0-gz9)EE0-g1717 






A お 5.533 / 

， _ so. 033 I 
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PC 入力時 


対応信号タイ 



ビデオモー 

ド' 

水平周波数 

垂直周数 

ドッ h ク□ック 




31.469 kHz 

59.940 Hz 

25.175 MHz 


VGA 

640 X 480 

37.500 kHz 

75.000 Hz 

31.500 MHz 




37.861 kHz 

72.809 Hz 

31.500 MHz 




37.879 kHz 

60.317 Hz 

40.000 MHz 


SVGA 

800 X 600 

46.875 kHz 

75.000 Hz 

49.500 MHz 




48.077 kHz 

72.188 Hz 

50.000 MHz 




48.363 kHz 

60.004 Hz 

65.000 MHz 


XGA 

1024 X 768 

56.476 kHz 

70.069 Hz 

75.000 MHz 




60.023 kHz 

75.029 Hz 

78.750 MHz 




47.396 kHz 

60.000 Hz 

68.250 MHz 


WXGA 

1280 X 768 

47.776 kHz 

59.870 Hz 

79.500 MHz 

VESA 



60.289 kHz 

74.893 Hz 

102.250 MHz 


1152 X 864 

67.500 kHz 

75.000 Hz 

108.000 MHz 


SXGA 


63.981 kHz 

60.020 Hz 

108.000 MHz 


1280 X 1024 

75.830 kHz 

71.530 Hz 

128.000 MHz 




79.976 kHz 

75.025 Hz 

135.000 MHz 


WXGA+ 

1440 X 900 

55.935 kHz 

59.887 Hz 

106.500 MHz 


70.635 kHz 

74.984 Hz 

136.750 MHz 


UXGA 

1600 X 1200 

75.000 kHz 

60.000 Hz 

162.000 MHz 


WSXGA+1680 X 1050 

65.290 kHz 

60.000 Hz 

146.250 MHz 


WUXGA 1920 X 1200 

74.038 kHz 

59.950 Hz 

154.000 MHz 

VGA TEXT 

640 X 350 

31.469 kHz 

70.087 Hz 

25.175 MHz 

720 X 400 

31.469 kHz 

70.087 Hz 

28.322 MHz 


補足 


が呂 

み 

田 


W DVI に対応しておりません。 

が Video 信号入力時 

480 p / 720 p / 10801/ 1080 p 
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ユーザー登録のご案内 

iiyama では、皆様へのサービス向上と常により良い商品をお届けするため、ユーザー登録にご協力を 
お願いしておりまず。 


ご登録方法 


インターネットによる登録 

[ http :// www . iiyama . co . jp / user / touroku . htm ] へアクセスし、画面の指示に従い登録してくださ 
い。（あらかじめインターネットができる環境力 《 必要でず。） 

《インターネット接続料金、電話料金などの通信費用はお客様負担となります。 

《登録完了の通知は行いませんのでご了厚無頁いまず。 


株式会社 iiyama 似下 「 iiyama 」 といいます）は、ユーザー登録時にご登録いただいたお客様の個人 
情報ならびにお客様が iiyama 製品のサポートサービス等を利用した際の履歴について、下記に従って 
適切に利用，管理いたします。似下、お客様の個人情報とサービス等の利用履歴を「お客様情報」と 
いいます。） 


お客様の個人情報の管理および利用について 


l.iiyama は、お客樣の個人情報を仪下の目的で利用させていただきまず。お客様の同意なく下記目的 
が外の使用はいたしません。 

(1) サービスおよびサポートの実施•提供（製品の保証、修理など） 

(2 偉子メールによる製品やサービスに関ずるキャンペーン情報の提供 
(3) お客様を特定できない形式での販売統計データの作成 

2帶社はが下の場合を除いて、お客様の同意なく当該個人情報を第兰者に提供しません。 

(1) 上記のお割隶廈報の利用目的のために、グループ会社に業矛績託を委託する必要力《ある場合 

(2) 法令等に基づいて開示力硬求される場合 

なお、 iiyama は当該グループ会社に対して、お客様情報の安全管理および使用目的の遵守を徹底 
いたします。 

3. 難 社は、ご登録いただいたお客様情報の 漏洩， 流出防止の管理を徹底いたしまず。 

4. 登麵固人廣報の参照，訂正，肖 y 除をご希望の場合は、カスタマケアセンターサポート•修理受付まで 
お問い合わせください。電子メールによる各種情報の配信は、お客様の要請があれば停止いたしまず。 

*16 歳未満のお子様の個人情報については、必ず保護者の方が同意した上でご提供頂きますよう、お願 
いいたしまず。 

カスタマケアセンターサポート • 修理受付 
TEL: 03-3570-6374 
FAX: 03-3570-6375 


〈保証条件〉 

1. 取扱説明書•本体貼付ラベル等に従った正常な使用状態で故障した場合には、本保証書の記載内容に 
もとづきカスタマケアセンターカ 《 無料修理します。 

2. 保証期間内に故障して無料修理を受ける場合には、お買い上げの販売店またはカスタマケアセンター 
サポート-修理受付に保証書をご提示の上依頼してください。 

尚、製品を発送される場合の送料はお客様ご負担となりますのでご了承ください。 

3. 本製品の故障やその使用によって生じた直接または間接の損害について、当社はその責任を負わない 
ものとします。 

4. 保証期間内でも次のような場合は有料修理となります。 

(1) 保証書をご提示されないとき。 

(2) 本保証書の所定事項の未記入、記載内容の書き換えられたもの。 

(3) 火災-地震-水害-落雷-その他の天変地異，公害や異常電圧による故障または損害。 

(4) お買い上げ後の輸送、移動時の落下等のお取り扱しが不適当なため生じた故障または損害。 

(5) 取扱説明書に記載の使用方法や注意に反するお取り扱いによって生じた故障または損害。 

(6) 中古販売の製品。 

(7) 液晶パネルおよびバックライトの経年劣化。 

(輝度の変化，色の変化，輝度と色の均一性の変化，焼き付き，欠点の増加など。） 

5. 本保証書は再発行いたしませんので紛失しないよう大切に保管してください。 

この保証書は、本書に明示した期間、条件のもとにおいて無料修理をお約束するものです。 
従ってこの保証書によってお客様の法律上の権利を制限するものではありませんので、保証期 
間経過後の修理等についての詳細はお買い上げの販売店またはカスタマケアセンターサポート • 
修理受付までお問い合わせください。 




保証書 

本保証書は日本国内においてのみち効でず。 

本保証書は、本記載内容で無料修理させていただくことをお約束するものです。本保証書は所定事項を 
記入して効力を発するものですから、必ず型名，製造番号，お買い上げ日，お客様名，ご住所，電話番 
号，販売店名の記入をご確認ください。 

また、保証期間内でも有料修理とさせていただく±易合がありまず。詳しくは、裏面のく保証条件>をご 
確認ください。 


型名 

製造番号 

保証期間 

本体： 3 年，液晶パネルおよびバックライト： 1 年 

お買い上げ日 

年月 曰 

お客様名 

住所干 


TEL ( 

) 


販売店名-住所- TEL • 担当者 


株式会社 iiyama 

製品の取り扱いおよび修理についてのお問い合わせ 

カスタマケアセンターサポート•修理受付 

■ 月曜日〜金曜日 9:00 〜 17:00 ( 但し、弊社指定休日は除く） 

TEL 03-3570-6374 
FAX 03-3570-6375 

修理-点検製品の送付先 

カスタマケアセンター 

干 389-2234 長野県飯山市木島 500 

TEL 0269-81-2230 
FAX 0269-81-2231 


特定化学物質の含有情報は下記の難社ホームページに記載しています。 

URL: http://www.iiyama.co.jp/support/eco/jmos/index.html 

サポートの最新情報健絡先等)は觸 i ホームぺージに記載しています。 
お問い合わせの前に、ホームページにてご確認ください。 

URL: http://www.iiyama.co.jp/ 


M021A01 









